
『一

金
揮
官
蹟
志
巻
四

様
御
在
世
之
時
よ
り
被
v
篤
v
成
且
氏
長
者
一
共
嫡
孫
に
御
座
侯
問
、
被
昌

仰
上
-
可
v
被
v
佳
a
源
家
-
候
哉
d

不
ν
可
v
過
-
-
御
塩
味
-
候
。
筑
州
b
茂
此
段

物
語
申
候
，
先
づ
可
ν
申
.
東
照
植
現
様
御
建
立
珍
重
候
。
大
枇
に
者

不
v
入
御
事
と
存
候
d

騒
々
与
我
等
任
a
讃
岐
守
之
指
間
一
酒
井
讃
州
与

申
談
.
木
原
木
工
申
付
候
。
無
=
申
迄
-
候
得
共
.
在
所
之
儀
御
見
立
御
方

存
候
.
恐
飽
議
官
。

一
一
月
廿
九
日

借借

大

正

中j

大

正

中j

小
松
中
納
言
殿

人
々
御
中

按
宇
る
に
、
右
は
寛
永
十
八
年
也
。
枇
殿
建
替
は
十
九
年
に
始
り
、

廿
年
の
秋
落
成
。
八
月
廿
白
金
海
へ
紳
奥
致
v
着
、
九
月
十
七
日
遜

座
、
東
叡
山
の
院
家
常
照
院
招
鵠
あ
り
て
.
祭
典
を
執
行
す
。
夫
れ

よ
り
以
来
、
二
百
二
十
飴
年
鄭
重
に
施
ら
れ
し
か
ど
.
明
治
二
年
鹿

藩
の
際
位
地
を
直
別
し
、
一
柳
悌
混
漏
を
厳
し
、
一
般
の
紳
枇
と
た
し
、

紳
臓
に
引
渡
さ
る
。
次
い
で
、
披
地
悉
く
陸
軍
省
の
所
轄
と
成
り
‘

枇
地
の
経
界
を
立
つ
と
い
へ
ど
も
、
元
城
郭
内
た
る
に
よ
り
、
還

に
枇
殿
移
縛
の
事
に
議
定
し
、
後
a
地
た
る
西
町
元
算
用
場
の
醤
地

内
へ
移
轄
の
事
と
成
り
‘
明
治
十
一
年
七
月
枇
殿
等
悉
く
引
移
し
た
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森
の
中
に
此
鳥
居
け
る
に
.
雁
に
蹴
ら
れ
下
へ
落
ち
け
る
を
、
犬
に

か
け
ら
れ
逢
に
捕
へ
ら
れ
、
御
覧
に
入
る
べ
し
と
て
、
庚
式
へ
指
上

げ
h

る
と
ぞ
。
共
の
烏
の
大
さ
穂
程
に
て
、
脊
の
毛
鼠
色
に
て
、
噴

も
務
程
あ
り
て
赤
く
‘
叉
眼
も
赤
く
、
鴻
危
ど
よ
り
甚
だ
大
き
く
光
守
グ
ー

あ
り
。
脚
も
赤
く
.
尾
は
短
し
。
此
の
烏
名
は
嶋
巣
と
も
、
叉
姑
獲

烏
と
も
、
叉
・
ウ
ヲ
尾
と
も
云
ふ
由
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
に
‘
右

怪
烏
の
留
り
居
た
る
も
、
雑
木
鎌
茂
せ
し
森
た
る
故
也
。
姑
獲
烏
の

事
は
、
今
昔
物
語
に
載
せ
た
れ
ど
、
右
は
河
童
・
老
瀬
の
精
魅
た
る

べ
し
と
和
訓
突
に
い
へ
り
。
姑
獲
烏
は
今
昔
物
語
に
ウ
プ
メ
と
訓
み

た
れ
E
、
元
は
テ
ズ
メ
烏
と
呼
び
た
る
を
‘
中
古
よ
り
ウ
プ
メ
烏
と

呼
び
誤
り
た
る
た
ら
ん
。
新
撰
宇
鏡
に
、
灘
間
烏
鵠
仰
と
見
b
.
和
名

抄
に
、
鴇
麟
烏
唐
韻
云
。
鴇
姐
開
設
問
也
。
爾
雑
集
枝
一
宮
。
鱒
一
名
津

民
。
郎
議
問
烏
也
0
.
常
在
昌
樺
中
吋
見
v
人
献
鳴
.
有
v
似
品
主
守
'
官
。
故

以
名
v
之
。
栂
氏
漢
詩
抄
云
。
設
問
烏
於
須
賀
止
塁
。
と
見
b
た
り
。

訟
も
ふ
に
)
利
長
卿
高
岡
誠
に
居
給
ふ
比
、
夜
中
人
の
う
め
く
如
き

鳴
聾
す
る
怪
鳥
居
て
、
吉
岡
大
裁
に
命
あ
り
て
射
取
ら
し
め
給
へ
り

と
い
ふ
事
見
え
た
り
。
此
の
烏
も
、
権
現
堂
森
に
居
た
る
怪
烏
と
同

烏
に

τ、
難
問
烏
の
類
に
て
や
あ
ら
ん
か
。
ま
た
混
見
摘
潟
に
、
高

金
調
停
官
瞭
志
巷
四

五
回

り
。
賞
枇
創
立
以
来
の
願
末
等
は
、
西
町
尾
崎
紳
枇
の
保
下
に
記
載

す
。
故
に
今
概
略
を
愛
に
載
す
。

O
搭
現
堂
の
森

此
の
森
は
、
東
照
宮
の
奮
一
位
地
を
い
へ
り
。
此
の
地
は
寛
永
廿
年
枇

殿
草
創
以
来
‘
今
に
至
り
雑
木
生
茂
り
、
烏
の
疲
ぐ
ら
と
す
。
故
に

金
海
市
中
の
童
子
共
、
施
景
に
群
烏
の
虚
昼
を
蹄
る
を
見
て
、
か
ら
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ず
は
よ
ゆ
け
檎
現
堂
が
し
ま
る
。
と
い
ふ
も
古
き
諺
な
り
と
い
へ

り
。
異
本
夜
話
鍛
に
、
利
常
卿
の
時
、
鹿
嶋
検
校
西
町
に
屋
敷
を
賜

は
り
居
住
せ
し
頃
‘
権
現
堂
丸
の
う
し
ろ
の
端
の
松
木
を
ニ
・
三
本

拝
領
し
度
皆
願
ひ
け
る
に
、
易
き
事
也
.
伐
り
て
と
ら
せ
候
へ
と
の

御
意
・
な
り
し
に
、
検
校
承

p
、
何
卒
そ
の
ま
a
A

拝
領
仕
度
と
の
事
・
な

る
ゆ
ゑ
、
何
に
す
る
ぞ
と
御
簿
な
り
。
検
校
、
居
宅
の
露
地
な
る
池

へ
月
の
か
L
り
あ
し
く
、
校
を
卸
し
月
を
諦
度
皆
申
上
げ
た
る
よ
し

見
ね
た
り
。
此
の
停
穏
に
て
見
れ
ば
、
寛
永
の
頃
も
、
阪
に
老
樹
の

松
左
ど
生
茂
り
居
た
る
な
る
べ
し
。
叉
加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
、

明
和
四
年
四
月
の
頃
、
様
現
堂
森
の
漣
.
夜
中
人
の
う
め
き
け
る
聾

の
如
く
鳴
け
る
鳥
居
た
り
。
此
の
烏
を
見
た
る
も
の
、
鷲
程
に
て
毛

色
鼠
色
の
よ
し
沙
汰
有
v
之
慮
、
五
月
二
日
の
朝
五
時
頃
、
蓮
池
亭
の

徳
公
の
時
、
加
州
河
北
郡
森
下
と
云
ふ
所
に
、
坤
烏
と
い
う

τ、
共

鳴
聾
う
た
り
あ
る
く
化
烏
あ
り
。
此
の
烏
の
渡
り
住
む
所
は
、
必
宇

郷
民
疫
病
を
煩
ひ
悩
む
事
誕
敷
と
い
へ
り
。
或
時
鹿
野
に
出
給
ふ
時

分
、
件
の
坤
烏
‘
と
あ
る
萱
原
K
.
そ
の
鳴
〈
聾
せ
り
。
利
家
卿
、

あ
れ
聞
き
及
び
た
る
化
烏
た
り
。
人
民
の
妨
げ
に
成
る
烏
な
り
.
念

度
狩
出
す
べ
し
と
、
御
自
身
列
卒
杖
を
被
v
矯
v
取
け
る
程
に
、
供
奉
の

人
々
職
場
開
事
に
、
彼
萱
原
へ
飢
れ
入
り
て
狩
出
し
け
り
。
化
鳥
羽

を
を
さ
む
る
所
・
泣
く
‘
飛
ん
で
虚
空
へ
登
る
底
を
‘
小
姓
怠
る
松
崎
左

兵
衛
銭
勉
を
以

τ打
ち
け
る
に
、
う
た
り
行
く
廃
を
右
の
翼
を
打
ち

ぬ
き
た
り
。
彼
化
烏
忽
ち
地
に
落
ち
け
れ
ば
、
利
家
卿
以
の
外
御
感

悦
被
v
成
、
御
褒
美
を
被
v
下
け
り
。
と
あ
る
是
も
、
姑
獲
烏
の
事
に
や

あ
ら
ん
。
叉
事
保
記
聞
に
、
瑞
龍
公
越
中
守
山
に
在
按
し
給
ふ
頃
、

搭
疾
被
v
鏡
v
煩
け
る
に
、
庭
上
の
草
む
ら
の
内
へ
、
毎
夜
鳥
来
て
鳴

〈
。
此
故
の
御
悩
と
は
不
v
被
=
思
召
互
い
へ

E
も
、
共
態
快
か
ら
ざ

る
故
に
、
安
見
隠
岐
に
被
=
仰
付
一
夜
中
人
を
し
て
遁
ひ
立
て
さ
せ
、

立
ち
あ
が
る
蕗
を
打
殺
す
。
共
烏
は
崎
の
大
さ
程
た
る
烏
也
。
と
あ

り
o
A
A
も
彼
の
う
友
り
烏
の
類
危
ら
ん
か
。

O
藤
宥
衛
門
丸

五
五




